日本大学文理学部と世田谷区による「多文化共生×防災」ワークショップの案内チラシ。キャッチコピーは「もしもの前に、顔見知りになろう」。外国人住民と日本人住民が、災害時に支え合うために何ができるかを考える交流型イベント。

開催日時は令和8年10月21日（水）16時20分から17時40分まで。会場は日本大学文理学部3号館3階3306教室（世田谷区桜上水3-25-40）。定員30名、事前申込制、参加無料。

内容は、明星大学人文学部国際コミュニケーション学科准教授の菊池 哲佳氏による基調講演「じしんのときの『くらし』と『そなえ』」、世田谷区の取組紹介、参加者同士のグループディスカッション。外国人も日本人も地域の仲間として支え合うために今日からできることを考える。

親子、小・中・高校生、外国にルーツのある方、区内在住・在学・在勤者、多文化共生や防災に関心のある方の参加を歓迎。申込締切は令和8年10月19日。申込用二次元コードと問合せ先（世田谷区政策研究・調査課）が掲載されている
